
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 
 

東米良地域は 

面積が広域であるとともに、人口減少が 

進み、高齢化率も年々高くなりつつあります。 

しかし、このような現状に負けない地域づく

りのために、住民同士が協力し合い、自分た

ちでできることは自分たちで主体的にやって

いかなければなりません。 

これからの東米良地域を個性豊かで魅力

ある地域にあするために、みんなで考えあ 

い、前向きに地域づくりに 

取り組んでいきます。 

 

 

 

 この地域の１０年後２０年後を考えた取り組みを、今できることを少しでもやっていこう 

東米良地域の現状は、地域生活も過疎化・高齢化による労働者の減少、生活

環境整備の不具合等により、活力が低下している状態にあります。各地域は、

国道 219 号線より県道・市道に入り、集落が点在しており、そこには昔から受

け継いだ暮らしと豊かな自然環境が広がっています。この地域を継続していく

には、町の産業と同等の労働条件を確保し、山村で安心して生活できるような

体制が必要と思いますが、現在、それを見いだすことが厳しい状況にもありま

す。そのような中で、今の状況を改善すべく、東米良地域では、東米良市民活

動団体の設立を目指して設立準備委員会（代表 濱砂重仁氏）を立ち上げまし

取り組みは、 

 

東米良地域づくり協議会 

会長 坂本光志

た。この取り組みは、東米良地域住民相互の協力と関係支援団体等との連携

及び行政と協働することにより、住みよい東米良地域を築くことを目標としてい

ます。今後は、各種イベント等を通した中で PR 等を行い、支援者の拡大を図

りながら活動を推進し、地域活性化に繋げることが大切であると考えています

ので、今以上に頑張ってまいります。そして、東米良地域の自然の豊かさ、イ

ベントや文化継承等、地区内外の方々に親しまれ協力し合いながら活動に取

り組んでいく所存です。豊かな自然や夜神楽など、昔から伝わる多くの伝統芸

能・文化が脈々と息づく東米良地域に是非お越し下さい。お待ちしています。 
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尾八重神楽

有楽椿の里

尾八重地区に所在する樅木尾有楽椿は県指定天然記念物(1991年)
であり、この椿を中心に、東米良地域の観光拠点の１つとして
1998年に整備。２月には 有楽椿まつり が開催され、郷土芸能の
披露や特産品の販売などが催され、多くの人が訪れています。
※近年は台風による道路決壊のため代替イベントを開催。

市指定天然記念物(1971年)で宮崎の巨樹百選。推定樹
齢は400年から450年、樹高約22.5m、根回り約9.5m、
尾八重集落の南東約1.9kmにあり、東西が断崖絶壁の
馬の背稜線上にそびえ立っています。高所にあり、風
当たりが強いため樹高が伸びず、巨大な木の塊から太
い枝が張り出して独特の姿を見せています。

県指定無形民俗文化財(1981年)。毎年11月第4土曜日に奉納され
ます。特徴は ヘンベ  カラス飛 と言われる飛び跳ねる動作で、
山にこもった修験者が、唯一、下界を知る使鳥である烏をあがめ
たことに由来しています。2017年に 米良山の神楽 として国選択
無形民俗文化財に選択するよう答申されています。

銀鏡神楽

岩長姫・大山祇命を祭る銀鏡神社の大祭時に奉納される夜神楽で
国指定重要無形民俗文化財(1977年) 。祭壇には猪の頭(サチミタ
マ)が奉納され、狩猟信仰のもと五穀豊穣や子孫繁栄の願が込め
られています。神楽は、12月13日の1番 星神楽 、14日の夕暮れ
の2番 清山 、翌日の33番 神送り で奉納はすべて終了します。

市指定無形民俗文化財(2014年)、毎年9月23日の祖霊祭で奉納
されます。銀鏡地区には昔から銀鏡大臼、銀鏡小臼、上揚小臼
の太鼓踊りがありましたが、現在は銀鏡大臼だけが残っていま
す。踊り手は背中に鳥毛を背負い笠を被る鉦組と背中に幟旗を
背負い笠を被る太鼓組に分かれ、鉦と太鼓を打ち鳴らす静かで
奥ゆかしい踊りです。

尾八重一本杉

銀鏡伝統舞

中尾棒踊り

銀鏡臼太鼓踊

市指定無形民俗文化財(1968年)、旧暦9月9日(現在は
10月第3日曜日)、五穀豊穣と悪疫退散を祈願して、龍
房山中腹に鎮座する霧島社の大祭日に奉納されます。
都於郡城主伊東氏の豊後落ちの際、中尾を通り尾八重
を超す米良山中の厳しい寒さの中、中尾に残された者
が武芸修練のために始めた踊りと言われています。

銀鏡地区に伝わる民謡の 塩や塩 と 桃と桜 の舞踊は、
銀鏡伝統舞として市無形民俗文化財に指定(2014年)。
女性たちが黒紋付に扇を持ち優雅に踊る舞は、米良山
に隠れ住んだ皇族の一族が、京を偲んで楽しんだもの
と言われているほか、参勤交代の際に京から唄や踊り
を習い普及したものとも言われています。

山里の境内に響く太鼓と鉦の音

優雅で格調高い京の舞

樹齢500年 淡紅色の花咲きほころび

山岳信仰、修験色が根づく夜神楽

宇宙と山の神々に捧げる三十三番

圧倒的な存在感、稜線上の巨樹

打ち鳴らされる地霊の呼び起こし、踊庭

東

良
MAP

 


